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関東学院女子短期大学 

香　葉　会 

E-mail:kouyoukai@nifty.com 
URL  http://koyokai.shonan.cc 

香 葉 
通算45号

発行人　山　口　佳　子 
代　表　横浜市金沢区　 
　　　　　六浦東1－50－1 
直通・FAX　045－787－0678 

海上保安庁　羽田航空基地見学
●日　時　11月５日土　9：40（時間厳守）
●集　合　整備場駅（東京モノレール）改札
●定　員　20名（先着順）
●服　装　温かく動きやすい服・歩きやすい靴
●行　程　 海上保安庁の業務説明（約40分）～格納庫で機体見学（約60分）～周辺散策（約40分）
　　　　　※希望者は羽田空港国際線ターミナルへ移動し、昼食・買い物（自由解散）
●〆　切　10月17日月
※注意事項とお願い
１．操縦席に座れるかもしれない為、希望者はスラックス着用でお願いします。
２ ．事前に先方にリストを提出します。参加希望者は氏名・性別・勤務先・住所・
　　連絡先（携帯電話番号）をお知らせ下さい。
３．欠席の時は必ず連絡をお願いします。当日連絡先は申込済の方にのみ後日お知らせします。
４．10歳以下のお子さんをお連れになるときは年齢をお知らせ下さい。
５．施設の都合上、直前で中止になることがあり得ることをご承知おきください。

山手西洋館散策〔ガイド　棈
あべ

木
き

  勇
いさむ

（元短大講師）〕

　毎年恒例の棈木先生のガイドで歩
く山手のクリスマスです。今年も
シーバスでの夕方のクルーズ（希望
者のみ）を予定しています。豪華客
船に出逢えるかも? !
●日　時　12月10日土（雨天決行）
　　　　　13時～16時 
　　　　　 山下公園～横浜駅東口クルーズ

（16時30分頃乗船予定）
●集合場所　元町公園バス停前（エリスマン邸前）
●参加費　1,000円（資料・保険代等）
●〆　切　11月30日水

香葉会のホームページを見てみませんか？（http://koyokai.shonan.cc）
　「香葉会」で検索してみてください。学校の様子や企画のご案内・過去の“香葉”も見ることができます。

ビーズ講習会〔講師　高石和枝（国４）〕
　今年はXmasブローチを作ります。
　季節的にもぴったり♪完成した作品を
みなさんで身につけて帰りましょう。
●日　時　10月22日土
　　　　　13時～16時
●場　所　関内メディアセンター
●参加費　3,000円
●持ち物　糸切はさみ、眼鏡（必要な方）
●〆　切　９月24日金（先着10名）

第８回　香葉賞
　2016年３月24日木、人間環境学部
卒業謝恩会の中で香葉賞（賞状・記
念品）授与がおこなわれました。
　学科によって当日サプライズで知
らされる受賞者もいて楽しく盛り上
がる時間です。

クリスマス小物づくり講習会
　今年はクリスマスリースを作ります。
　誰でも簡単に作れるものを考え
ています。
●日　時　11月16日水
●場　所　香葉会室
●参加費　1,000円（材料費等）
●持ち物　エプロン･タオル
●〆　切　11月５日土

（リボンに刺繍）

※各企画の申し込みは Fax・Eメール・往復ハガキでお願いします。
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会
長
挨
拶

�

山
口　

佳
子
（
国
1
回
）

　

昨
今
、
世
界
の

情
勢
は
非
常
に
不

安
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
フ
ラ
ン

ス
パ
リ
の
テ
ロ
に
始
ま
り
、
途
上
国
に
も

及
び
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
に
お
い
て
は
、

国
の
発
展
の
た
め
に
協
力
す
る
と
い
う
志

を
も
っ
た
日
本
人
た
ち
が
、
意
味
も
な
く

そ
の
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
の
必
要

性
か
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
高
学
歴
、
高

所
得
の
人
た
ち
が
犯
人
と
も
伝
え
ら
れ
教

育
の
方
向
性
、
価
値
観
を
ど
こ
に
置
く
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

短
大
改
組
か
ら
十
四
年
「
香
葉
」
も
十

四
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
香
葉
」
に
寄
せ
ら
れ
た
卒
業
生
か
ら
の

文
章
は
溌
剌
と
し
て
い
て
、
学
び
過
ご
し

た
“
短
大
”
は
良
か
っ
た
こ
と
、
良
く
な

か
っ
た
こ
と
を
含
め
“
青
春
”
で
あ
っ
た

こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
勉
学
の
み
で
は

な
く
短
大
の
持
っ
て
い
た
環
境
す
べ
て
を

融
合
し
て
考
え
感
じ
た
こ
と
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
こ
を
踏
ま
え
て
次
の
生
き
方
へ
の
ス

テ
ッ
プ
を
力
強
く
踏
み
出
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
生
通
信
の
欄
は
本
当
に
楽
し
み
で

す
。

　

こ
こ
で
残
念
な
お
知
ら
せ
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
「
香
葉
会
」
同
窓
会
で
す
が
、
五
年
後

を
目
途
に
今
後
の
こ
と
を
定
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
同
窓
会
と
し
て

の
集
大
成
を
今
年
か
ら
始
め
た
い
の
で
す
。

　

そ
こ
で
卒
業
生
通
信
を
中
心
に
し
た
冊

子
を
作
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
短

大
で
の
思
い
出
、
恩
師
に
よ
せ
て
、
も
っ

と
も
作
り
た
い
も
の
は
活
躍
し
て
い
る
卒

業
生
の
姿
で
す
。
著
名
な
か
た
は
い
う
に

及
ば
ず
皆
卒
業
し
て
か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の

ド
ラ
マ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
短
大
で
教
鞭

を
お
取
り
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
ご
本
人

か
ら
、
ま
た
知
人
か
ら
お
話
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

戦
後
、
女
性
が
学
ぶ
こ
と
が
難
し
か
っ

た
こ
ろ
か
ら
、
当
然
の
よ
う
に
学
校
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
女
性
の
自
立
や
女
性
の
地
位

は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

　

生
き
生
き
と
生
き
て
い
ら
し
た
卒
業
生

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
原
稿
を
そ
し
て
お
顔
の
入
り
ま
し
た

写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
も
楽
し
い
企
画
を
考
え
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
室
の
木
キ
ャ
ン

パ
ス
の
あ
り
ま
す
学
校
へ
、
ま
た
、
横
浜

関
内
に
あ
り
ま
す
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

い
ら
し
て
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

林
淳
三
先
生
の
ご
長
寿
を

 

祝
福
す
る
会

�

成
川　

勝
子
（
国
7
回･

幼
9
回
）

　

林
淳
三
先
生
の
ご
長
寿
を
祝
福
す
る
会

が
、
二
〇
一
六
年
三
月
十
三
日
（
日
）
横

浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。
主
催
は
、
彰
栄
学
園
同
窓
会
で
す

が
せ
っ
か
く
横
浜
の
地
で
開
く
の
で
す
か

ら
、
ぜ
ひ
、
関
東
学
院
女
子
短
大
香
葉
会

に
も
、
お
声
を
か
け
た
い
と
い
う
こ
と
で

お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

快
く
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
た
だ
き
当
日
に
は
、
山

口
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
方
々
が
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

水
戸
光
圀
公
に
扮
し
た
林
先
生
が
、
助

さ
ん
格
さ
ん
を
従
え
て
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と

と
も
に
ご
登
場

さ
れ
ま
す
。
開

会
の
辞
・
彰
栄

学
園
同
窓
会
会

長
挨
拶
・
来
賓

祝
辞（
香
葉
会
・

山
口
会
長
）

　

林
淳
三
先
生

の
ご
講
演
、
関

東
学
院
と
彰
栄
学
園
・
両
校
の
創
設
に
関

わ
っ
た
の
が
タ
ッ
ピ
ン
グ
ご
夫
妻
だ
っ
た

こ
と
、坂
田
祐
先
生
と
石
原
き
く
先
生
は
、

よ
き
友
人
で
あ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
歴
史
的

背
景
を
、
ふ
ま
え
て
お
話
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
の
研
究
に
つ
い
て
は
、

先
生
の
研
究
者
と
し
て
の
真
摯
な
姿
勢
と

今
な
お
そ
の
研
究
の
成
果
が
薬
剤
と
し
て

人
々
の
役
に
た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。（
先
生
ご
自
身
が
、
実
際
に
そ
の
お

薬
を
飲
ん
で
、
し
び
れ
が
治
っ
た
。）
な

ど
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。

　

葛
城
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
、
会

食
と
歓
談
へ
と
移
り
ま
す
。
バ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ル
ー
ト　

さ
く
ら
・
讃

美
歌
四
五
二
・
手
話
合
唱
・
翼
を
く
だ
さ

い
・
花
は
咲
く
・
帆
苅
先
生
ご
挨
拶
・
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
閉
会
の
辞　

よ
き
ひ
と
と

き
で
し
た
。

林
先
生

の
著
書

「
関
東

学
院
の

女
子
教

育
」は
、

香
葉
会

で
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
連
絡
下
さ
い
。
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人
間
共
生
学
部
発
足
に
あ
た
り

 

人
間
共
生
学
部
長　

新
井　

信
一

　
「
室
の
木
」
の
地
に
通
い
始
め
て
三
十

一
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
四

月
よ
り
人
間
環
境
学
部
現
代
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン

学
科
を
改
組
し
、
人
間
共
生
学
部
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
共
生
デ
ザ
イ
ン
学

科
が
発
足
し
ま
し
た
。
二
年
前
よ
り
設
置

準
備
室
長
、
こ
の
四
月
よ
り
人
間
共
生
学

部
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

　

短
期
大
学
で
学
ば
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
み

ま
す
と
、
人
間
共
生
学
部
は
、
英
文
科
、

国
文
科
、
家
政
科
家
政
専
攻
お
よ
び
生
活

文
化
専
攻
、
経
営
情
報
科
を
源
流
と
し
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
メ

デ
ィ
ア
や
グ
ロ
ー
バ
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス
心
理

の
三
領
域
で
、
共
生
デ
ザ
イ
ン
学
科
は
デ

ザ
イ
ン
構
想
と
デ
ザ
イ
ン
表
現
の
二
領
域

で
学
び
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の
共
生
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
デ
ザ
イ
ン
力

を
有
機
的
に
連
動
さ
せ
て
、
共
生
社
会
を

実
現
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
共
生
と
い
う
言
葉
が

持
つ
豊
か
さ
を
念
頭
に
お
き
、
学
外
と
の

接
点
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
（
三
年

生
）を
核
に
し
て
、多
文
化
共
生
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
共
生
、
企
業
と
社
会
と
の
共

生
な
ど
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
「
共
生
」

を
意
識
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
間
共
生
学
部
は
二
十
三
名
の
教
員
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
短
期

大
学
か
ら
在
籍
し
て
い
る
教
員
は
五
名

（
家
政
科
四
名
、
経
営
情
報
科
一
名
）
と

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
卒
業

生
の
皆
さ
ん
と
共
に
過
ご
し
、
学
ん
だ
財

 

産
学
連
携
の
ル
ー
ツ
は

　
　
　
　
　

関
東
学
院
で
す

　

産
学
連
携

の
ル
ー
ツ
が

関
東
学
院
大

学
に
あ
る
と

い
う
の
を
ご

存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

関
東
学
院

大
学
が
、
世

界
に
先
駆
け

て
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
め
っ

き
の
工
業
化

に
成
功
し
た
の
は
一
九
六
二
年
の
こ
と
。

し
か
も
こ
の
技
術
を
広
く
社
会
に
オ
ー
プ

ン
に
し
ま
し
た
。
普
通
な
ら
特
許
を
取
得

し
て
莫
大
な
利
益
を
と
考
え
る
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
が
本

間
英
夫
先
生
で
す
。
オ
ー
プ
ン
に
し
た
か

ら
こ
そ
、
先
生
た
ち
の
技
術
は
日
本
中
の

生
産
現
場
に
広
ま
り
、
自
動
車
部
品
の
多

く
が
重
い
金
属
か
ら
軽
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

へ
置
き
換
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

自
動
車
の
軽
量
化
と
燃
費
向
上
を
促

し
、
日
本
車
の
輸
出
拡
大
に
大
き
く
寄
与

し
た
関
東
学
院
大
学
発
の
技
術
。
こ
れ
が

本
間
先
生
流
の
産
学
連
携
で
あ
り
、
キ
リ

ス
ト
教
に
根
ざ
し
た
『
人
に
な
れ 

奉
仕

せ
よ
』
と
い
う
校
訓
の
具
現
化
で
も
あ
り

ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
に
は
、
横
浜
市
と
の
包
括

提
携
を
受
け
て
「
関
東
学
院
大
学 

材
料
・

表
面
工
学
研
究
所
」も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
所
は
、
約
四
十
社
に
及
ぶ
会
員

企
業
の
賛
助
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
、
特
定
の
企
業
に
利
す
る
こ

と
の
な
い
自
由
で
オ
ー
プ
ン
な
研
究
の
た

め
と
の
こ
と
。

　
『
人
に
な
れ 

奉
仕
せ
よ
』
の
精
神
は
、

今
も
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

　

現
在
、
横
浜
金
沢
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
同
研
究
所
は
、
関
東
学
院
大
学

法
学
部
の
あ
っ
た
小
田
原
の
地
に
移
転
予

定
で
す
。

　

十
月
二
十
九
日
に
は
関
東
学
院
大
学

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
に
お
い
て
本
間
先

生
の
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
関
東
学
院
大
学 

材
料
・
表
面
工
学

研
究
所
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://m
scenter.kanto-gakuin.ac.jp/

本
間
英
夫
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

工
学
博
士

関
東
学
院
大
学 

材
料
・
表
面
工
学

研
究
所
所
長

関
東
学
院
大
学
特
別
栄
誉
教
授

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

 

訃　

報

　

去
る
平
成
二
十

八
年
三
月　

関
東

学
院
大
学
人
間
環

境
学
部
人
間
発
達

学
科
名
誉
教
授

（
旧 

女
子
短
期
大

学
幼
児
教
育
科
）

田
山
美
智
子
先
生

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

※
思
い
出
の
あ
る
方
は
香
葉
会
ま
で
原
稿

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
次
号
で
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

産
は
い
ま
で
も
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
私

に
と
っ
て
は
、
短
期
大
学
に
十
六
年
間
お

世
話
に
な
り
、
人
間
環
境
学
部
へ
移
行
し

て
十
四
年
間
で
す
の
で
、
今
で
も
短
期
大

学
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ふ

と
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
ら
、是
非
、「
室

の
木
」
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
今
で

も
私
の
研
究
室
に
は
在
職
し
て
い
た
期
間

の
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
卒
業
研
究
な
ど
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
書
い
て
い
ま
す

六
月
は
、
図
書
館
棟
の
脇
で
ア
ガ
パ
ン
サ

ス
が
花
を
咲
か
せ
る
季
節
で
す
。
ま
た
晩

秋
に
は
宣
教
師
館
前
の
イ
チ
ョ
ウ
が
黄
金

に
輝
き
ま
す
。
短
期
大
学
が
あ
っ
た
キ
ャ

ン
パ
ス
は
学
生
寮
や
体
育
館
な
ど
、
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、

建
物
の
大
半
は
以
前
の
ま
ま
の
姿
で
残
っ

て
い
ま
す
。
母
校
は
い
つ
ま
で
も
母
校
で

す
。
卒
業
生
お
一
人
お
一
人
に
幸
多
か
れ

と
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
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日
本
で
唯
一の
活
動
、
関
東
学
院

 

シェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇

�　
関
東
学
院
大
学
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
英
語
劇
演
出
主
幹

�

学
校
法
人
関
東
学
院
法
人
事
務
局
調
査
役　

瀬
沼 

達
也

　

関
東
学
院
の
美

し
き
伝
統
と
な
っ

て
い
る
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
英
語
劇

は
、
関
東
学
院
女

子
専
門
学
校
（
関

東
学
院
女
子
短
期
大
学
の
前
身
）
時
代
の

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に
、
三
春

台
校
地
の
講
堂
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た

『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
英
語
劇
は
、「
学
校
の
名
物
と
な
る
も

の
を
何
か
行
い
た
い
」
と
の
相
川
高
秋
校

長
（
当
時
、
元
女
子
短
期
大
学
長
、
大
学

名
誉
教
授
、
故
人
）
の
願
い
か
ら
生
ま
れ

た
学
校
行
事
で
す
。

　

一
九
五
六
年
か
ら
は
女
子
短
期
大
学
と

大
学
が
共
催
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
七
三
年
か
ら
四
年
間
筆
者
は
学
生（
役

者
）
と
し
て
参
加
し
、
一
九
七
七
年
か
ら

現
在
ま
で
は
主
に
演
出
と
し
て
学
生
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
演
劇
創
造
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

　

二
〇
〇
三
年
か
ら
は
、
女
子
短
期
大
学

の
人
間
環
境
学
部
へ
の
改
組
転
換
に
よ
り
、

大
学
と
の
共
催
か
ら
大
学
主
催
と
な
り
現

在
ま
で
毎
年
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
英
語
劇
活
動
は
、
英
文
科
系
学
科

の
授
業
の
一
環
と
し
て
継
続
し
て
い
る
同

志
社
女
子
大
学
と
甲
南
女
子
大
学
を
除
く

と
、
日
本
で
唯
一
の
稀
有
な
活
動
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
上
演
し
た
作
品
は
、『
ハ
ム

レ
ッ
ト
』『
夏
の
夜
の
夢
』『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
』
な
ど
全
十
五
戯
曲
に
及
び
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
ド
レ
ス
・
リ
ハ
ー
サ

ル
を
観
た
女
優
の
栗
原
小
巻
さ
ん
か
ら
賛

辞
を
頂
き
、ロ
イ
ヤ
ル
、シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・

カ
ン
パ
ニ
ー
演
出
家
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
ア
ー

ド
氏
に
ビ
デ
オ
録
画
公
演
を
観
劇
の
上
、

公
演
祝
辞
を
頂
き
、『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
大

事
典
』
編
集
主
幹
の
荒
井
良
雄
先
生
に
は

数
回
観
劇
の
上
、
賛
辞
を
頂
い
た
り
、
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
が
後
援
し

て
下
さ
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

本
年
二
〇
一
六
年
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

没
後
四
〇
〇
年
の
た
め
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
最
後
の
単
独
執
筆
の
ロ
マ
ン
ス
劇
『
テ

ン
ペ
ス
ト
』
を
取
り
上
げ
、
記
念
公
演
と

し
て
十
二
月
十
日（
土
）・
十
一
日（
日
）に

神
奈
川
県
民
共
済
み
ら
い
ホ
ー
ル
に
て
上

演
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
女
子
短
期
大

学
の
後
身
で
あ
る
人
間
環
境
学
部
の
学
生

も
参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
劇

く
だ
さ

い
。
詳

細
は
十

月
下
旬

に
香
葉

会
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
等
で

告
示
さ

れ
ま
す
。

 

オ
リ
ー
ブ
入
試
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

�
関
東
学
院
大
学 

経
営
企
画
運
営
部 

校
友
担
当
次
長

�

千
葉　

敏
雄

　

オ
リ
ー
ブ
入
試
と
は
、
関
東
学
院
大
学

（
以
下
大
学
）・
関
東
学
院
女
子
短
期
大
学

（
以
下
短
大
）
の
卒
業
生
の
子
女
・
孫
（
父

母
・
祖
父
母
の
い
ず
れ
か
が
卒
業
生
で
、

そ
の
子
、
孫
に
あ
た
る
人
）
を
対
象
と
し

た
入
試
制
度
で
す
。
入
学
試
験
は
、
小
論

文
と
面
接
で
選
抜
し
、
合
否
を
決
定
い
た

し
ま
す
。
二
〇
一
六
年
度
入
試
か
ら
、
制

度
を
変
更
し
、
現
行
の
対
象
六
学
部
か
ら

全
学
部
へ
受
験
が
出
来
る
こ
と
と
共
に
、

合
格
者
は
入
学
金
（
二
十
八
万
円
）
を
免

除
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
度
入

試
か
ら
子
女
に
加
え
孫
も
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
学
で
は
、
ご
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
が

短
大
で
教
育
を
受
け
、
今
日
短
大
か
ら
改

組
さ
れ
た
大
学
で
、
子
女
・
孫
が
学
ぶ
教

育
に
共
感
を
抱
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

卒
業
生
の
子
女
・
孫
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
大
学
の
継
続
的
な
発
展
に
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
、
こ
の
数
年
で
入
試
制
度
の
改

革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生

の
み
な
さ
ま
か
ら
も
募
集
学
部

を
全
学
部
対
象
に
し
て
欲
し

い
、
子
女
に
加
え
孫
も
受
験
さ

せ
た
い
等
の
ご
要
望
を
多
数
い

た
だ
い
た
の
を
受
け
、
二
〇
一

六
年
度
入
試
か
ら
対
象
学
部
を

全
学
部
と
し
、
合
格
者
は
入
学

金
（
二
十
八
万
円
）
を
免
除
、

二
〇
一
七
年
度
入
試
か
ら
子
女

だ
け
で
な
く
お
孫
さ
ん
も
対
象

と
し
た
入
試
制
度
を
設
定
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
加
え
、オ
リ
ー
ブ
入
試
は「
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
制
度
」
も
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
オ
リ
ー
ブ

入
試
等
合
格
後
、
入
学
手
続
が
完
了
し
た

方
を
対
象
と
し
た
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
制
度

で
、
二
月
の
一
般
入
試
時
に
実
施
す
る
選

考
試
験
を
受
験
し
、
成
績
上
位
者
が
「
ス

カ
ラ
シ
ッ
プ
生
」
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
採
用
さ
れ
れ
ば
、
初
年

度
の
年
間
授
業
料
を
全
額
免
除
い
た
し
ま

す
。

　

子
女
・
孫
に
受
験
さ
せ
た
い
と
の
希
望

が
あ
れ
ば
、
是
非
、
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

・ 
出
願
資
格
等
：
前
記
の
内
容
に
加
え
、

学
部
に
よ
っ
て
出
願
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
入
試
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
〇
四
五
―
七
八
六
―
七
〇
一
九

・ 

出
願
期
間
：
二
〇
一
六
年
九
月
八
日

（
木
）～
九
月
十
四
日（
水
）必
着

・ 

試
験
日
：
二
〇
一
六
年
九
月
二
十
五
日

（
日
）
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東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
時
は
子
供
が
ま

だ
小
さ
く
、
す
ぐ
に
被
災
地
支
援
に
行
く

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
に

「
被
災
地
に
行
く
こ
と
は
出
来
な
く
て
も
自

分
に
出
来
る
事
を
精
一
杯
や
ろ
う
」
と
心

に
決
め
「
知
る
努
力
」
を
続
け
災
害
食
備

蓄
の
大
切
さ
を
お
伝
え
す
る
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
様
々
な
思
い
が
こ
み
上

げ
、
自
分
が
目
指
す
管
理
栄
養
士
が
は
っ

き
り
分
か
り
「
や
り
た
い
こ
と
を
全
て
や

る
に
は
自
分
で
起
業
す
る
し
か
な
い
！
」

と
の
思
い
で
、
起
業
い
た
し
ま
し
た
。
か

か
り
つ
け
医
の
よ
う
に
「
こ

の
人
が
い
れ
ば
安
心
、
こ
の

人
に
聞
い
た
ら
何
で
も
答
え

て
く
れ
る
」
そ
う
い
う
身
近

な
存
在
で
あ
り
た
い
と
思

い
、
現
在
は
災
害
食
を
中
心

に
、
食
育
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養

に
力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

日
本
災
害
食
学
会
、
日
本
栄

養
士
会
災
害
支
援
チ
ー
ム
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
動
を

し
て
お
り
ま
し
て
、
災
害
が

起
き
た
時
に
は
す
ぐ
に
管
理

栄
養
士
と
し
て
被
災
地
支
援

に
入
れ
る
よ
う
に
備
え
て
お
り
ま
す
。
昨

年
は
缶
詰
レ
シ
ピ
本
を
二
冊
、
災
害
食
の

本
を
一
冊
出
版
さ
せ
て
頂
き
、
テ
レ
ビ
出

演
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
に
掲
載
が
増
え
た

お
蔭
で
香
葉
会
の
皆
様
と
ご
縁
を
頂
け
ま

し
た
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
同

窓
会
の
Ｈ
Ｐ
に
ご
紹
介
下
さ
り
、
ま
た
三

越
日
本
橋
本
店
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

の
講
座
に
は
諸
先
輩
方
に
ご
参
加
頂
き
ま

し
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。「
人
に
な
れ　

奉
仕
せ
よ
」
こ
の
校
訓

を
ず
っ
と
守
り
続
け
て
き
て
今
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
栄
養
、
健
康
、
食
育
、
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
、
災
害
食
備
蓄
の
大
切
さ
を
お
伝

え
し
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
皆
様
に
と
っ

て
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
」

�

河
西
妃
呂
美
（
家
31
回
）

　

昨
年
度
、
私
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
」

が
第
九
回
か
な
が
わ
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
大
賞
の
特

別
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
、

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
庁
で
の
表
彰
式

で
は
、
審
査
員
か
ら
「
質
の

高
い
芸
術
を
子
ど
も
た
ち
に

届
け
る
稀
有
な
活
動
」
と

い
っ
た
評
価
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
『
音
楽
・

ア
ー
ト
で
笑
顔
を
！
』
で
す
。

　

そ
の
名
前
の
よ
う
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

軽
く
「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
」
に
お
邪
魔
し
て

い
ま
す
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
」

の
活
動
は

＊
地
域
に
寄
り
添
う
絆
カ
フェ・
コン
サ
ー
ト
♪

＊
親
子
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
♪

＊
被
災
地
へ
の
音
楽
を
届
け
る
活
動
♪

＊
芸
術
を
通
し
た
国
際
交
流
事
業
♪

を
四
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
そ
の
中
で
、

　

介
護
施
設
な

ど
、
外
出
が
難
し

い
方
々
へ
音
楽
を

届
け
る
絆
カ

フ
ェ
・
コ
ン
サ
ー

ト
♪
や
、
被
災
地
へ
音
楽
を
届
け
る
活
動

♪
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
地
で
行
っ
て
い
る
カ
フ
ェ
コ
ン

サ
ー
ト
の
お
菓
子
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
手
作
り
で
す
。

　

被
災
地
に
行
け
な
く
て
も
、
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
月
一
回

の
お
菓
子
作
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
同
じ
関
東
学
院
女
子
短
期

大
学
卒
業
で
、
現
在
、
災
害
食
の
普
及
に

大
活
躍
の
管
理
栄
養
士
・
今
泉
マ
ユ
子
さ

ん
と
の
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
同
窓
と

い
う
こ
と
で
、
は
じ
め
て
お
会
い
し
た
時

か
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
お
菓
子
作
り
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
政
科
を
卒

業
し
た
こ
と
で
、
こ
ん
な
う
れ
し
い
出
来

事
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
！

　

ま
た
、
香
葉
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

す
る
う
ち
に
何
か
と
つ
な
が
り
が
で
き
、

不
思
議
な
ご
縁
と
感
謝
し
つ
つ
、
毎
日
を

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
も
香
葉
会
や
、
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
あ
っ
ち
こ
っ
ち
」
の
活
動
に
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
ペ
ン
を
執

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
活
動
の
様

子
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ア
ク
セ

ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

香
葉
会
の
み
な
さ
ま
と
は
、
ま
た
今
年

の
イ
ベ
ン
ト
で
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を

楽
し
み
に
ペ
ン
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

か
か
り
つ
け
管
理
栄
養
士
に
な
る
た
め
に

�

今
泉
マ
ユ
子
（
家
39
回
）

　

卒
業
し
て
早
い

も
の
で
二
十
六
年

が
経
ち
ま
し
た
。

関
東
学
院
女
子
短

期
大
学
に
入
学
す

る
時
に
面
接
し
て

下
さ
っ
た
先
生
が
山
田
哲
雄
先
生
（
現
栄

養
学
部
長
）。
そ
し
て
倉
沢
新
一
先
生
（
現

栄
養
学
部
教
授
）
に
も
大
変
お
世
話
に
な

り
、
今
で
も
当
時
の
事
は
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。
短
大
で
は
栄
養
士
に
な
る
た
め
の

勉
強
で
し
た
の
で
、
自
分
の
興
味
の
あ
る

こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
勉
強
で
き
る
喜
び

で
二
年
間
毎
日
一
番
前
の
席
で
授
業
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
富
士
通
不
動
産
（
現
富
士
通

リ
フ
レ
）
に
栄
養
士
と
し
て
入
社
し
、
毎

日
一
万
食
以
上
の
富
士
通
の
社
員
食
堂
の

献
立
を
立
て
て
お
り
ま
し
た
。
富
士
通
の

企
業
理
念
が
「
夢
を
か
た
ち
に
」。
素
晴
ら

し
い
先
輩
、
上
司
に
恵
ま
れ
、
私
の
や
り

た
い
こ
と
を
後
押
し
し
て
下
さ
っ
た
お
蔭

で
自
分
の
思
い
を
「
か
た
ち
」
に
し
て
い

く
喜
び
を
学
び
ま
し
た
。
毎
月
長
時
間
の

残
業
を
こ
な
し
な
が
ら
管
理
栄
養
士
を
取

得
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、周
り
の
方
々

の
お
蔭
で
す
。
富
士
通
不
動
産
を
結
婚
退

職
し
病
院
の
管
理
栄
養
士
に
な
り
、
そ
の

後
主
人
の
赴
任
に
伴
い
中
国
南
京
に
三
年

間
駐
在
し
ま
し
た
。
帰
国
し
て
か
ら
は
横

浜
市
の
保
育
園
で
管
理
栄
養
士
と
し
て
勤

め
、
保
育
園
に
勤
め
な
が
ら
様
々
な
資
格

を
取
得
し
、
二
〇
一
四
年
に
管
理
栄
養
士

の
会
社
を
起
業
い
た
し
ま
し
た
。
な
ぜ
起

業
し
た
か
…
。
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日

卒業生
通信
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生
麦
事
件
参
考
館
と
ビ
ー
ル
工
場
見
学

�

松
野
ト
シ
子
（
英
５
回
）

　

十
月
十
日
数
名
の
方
々
と
最
初
に
生
麦

事
件
参
考
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
参
考

館
は
す
で
に
閉
館
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
旧
館
長
さ
ん
が
快
く
当
時
の

珍
し
い
お
写
真
、資
料
等
々
見
せ
て
戴
き
、

直
々
に
説
明
し
て
下
さ
る
等
余
り
知
り
得

な
か
っ
た
事
件
だ
け
に
興
味
深
く
又
歴
史

の
重
み
を
感
じ
得
た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

生
麦
事
件
を
少
し
紹
介
し
ま
す
。

　
「
幕
末
の
一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
）
生

麦
村
で
薩
摩
藩
士
が
英
国
人
四
名
を
殺
傷

し
た
事
件
。

　

事
件
の
総
て
を
記
す
る
の
は
困
難
で
す

が
こ
の
事
件
の
大
事
な
事
は
、
長
州
と
薩

摩
が
手
を
結
び
明
治
維
新
へ
と
大
革
命
を

五
年
で
成
し
遂
げ
近
代
国
家
を
創
っ
て
今

日
に
至
る
と
云
う
こ
と
で
す
。

　

生
麦
事
件
は
近
代
国
家
成
立
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
云
う
こ
と
で
歴
史
的
に
重

要
な
意

味
を
持

つ
事
件

で

も

あ
っ
た

と
云
う

こ
と
で

す
。

　

浅
海

武
夫
旧

館
長
さ

ん
が
説

明
し
て

下
さ
っ
た
事
件
の
件
は
私
の
中
に
重
く
重

く
感
じ
、
次
の
ビ
ー
ル
工
場
へ
と
足
を
運

び
ま
し
た
。

　

広
々
と
し
た
工
場
内
に
入
る
と
割
合
見

学
者
が
多
く
何
回
か
に
分
れ
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
ず
“
ビ
ー
ル
作
り
の
製
法
へ
の
こ
だ

わ
り
”
と
題
し
ま
し
て
一
番
搾
り
が
出
来

る
ま
で
。

㈠ 

素
材
（
た
っ
ぷ
り
水
を
含
ま
せ
た
麦
を

発
芽
さ
せ
麦
芽
を
作
る
）

㈡ 

仕
込
み
（
糖
化
、「
も
ろ
み
」
と
云
う
麦

の
お
か
ゆ
を
作
る
。
麦
汁
ろ
過
。
煮
沸
。

発
酵
。
貯
蔵
。
ろ
過
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
よ
り

　

製
法
の
説
明
が
終
り
ビ
ー
ル
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
搾
っ
て
す
ぐ

の
ビ
ー
ル
の
お
味
は
格
別
で
し
た
。
身
も

心
も
す
っ
か
り
満
足
し
て
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
が
、
ふ
っ
と
「
う
ま
さ
の
秘
密
」
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
中
の　

生
命
体
と
芸
術　

と
云
う
言
葉
の
意
味
に
捕
ら
わ
れ
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
も
う
一
度
読
ん
で
み
ま
し
た
。

生
命
体
は
麦
、酵
母
の
力
。
芸
術
は
技
術
、

い
わ
ゆ
る
確
か
な
技
術
の
上
に
感
性
が
必

要
な
の
だ
と
。
こ
の
言
葉
は
ビ
ー
ル
作
り

に
だ
け
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
す

べ
て
の
物
作
り
の
基
本
で
あ
ろ
う
と
思
い

な
が
ら
我
が
家
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

ビ
ー
ズ
刺
繍

�

講
師　

高
石　

和
枝
（
国
４
回
）

　

こ
ん
に
ち
は
。

　

年
に
一
回
、
ビ
ー
ズ
刺
繍
講
習
会
を
香

葉
会
の
み
な
様
方
と
ご
一
緒
に
、
楽
し
い

時
間
を
共
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

ビ
ー
ズ
刺

繍
？
む
ず
か

し
そ
う
…
と

思
っ
て
参
加

さ
れ
た
方

も
、
数
時
間

で
完
成
す
る

と
、
う
れ
し

い
お
声
が
上

が
っ
て
き
ま

す
。

　

ビ
ー
ズ
刺

繍
は
ビ
ー

ズ
・
ス
パ
ン

グ
ル
・
ラ
イ

ン
ス
ト
ー
ン
等
の
素
材
の
組
み
合
わ
せ
次

第
で
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

今
ま
で
に
、
こ
の
会
で
は
ブ
ロ
ー
チ
・

ポ
ー
チ
と
、
前
回
は
リ
ボ
ン
に
ビ
ー
ズ
刺

繍
を
刺
し
ま
し
た
。こ
の
リ
ボ
ン
は
後
日
、

そ
れ
ぞ
れ
額
の
中
に
入
れ
た
り
、
バ
ッ
グ

に
仕
立
て
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
つ
し
か
先
輩
、
後
輩
方
と
の
交
流
の

場
に
な
っ
て
い
け
た
ら
と
、
ま
た
、
こ
れ

か
ら
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
魅
力
を
お
伝
え

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
つ
く
り
講
習
会
に
参
加
し
て

　

合
言
葉
は
『
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
』⁉

�

木
村　

明
美
（
幼
８
回
）

　

懐
か
し
い
金
沢
八
景
駅
で
短
大
時
代
か

ら
の
友
人
Ｅ
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
た
の
は
、

去
る
十
一
月
十
一
日
、
ま
ず
は
駅
の
周
り

の
変
わ
り
様
に
二
人
で
驚
く
こ
と
か
ら
こ

の
日
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
の
よ
う
に
大
学
へ
は
歩
い
て
向

か
い
ま
し
た
が
、
一
本
道
な
の
に
、
変
化

し
た
風
景
に
出
合
う
と
迷
子
？
の
よ
う
な

気
分
に
な
り
…
で
も
本
当
に
迷
子
に
な
る

の
は
そ
の
後
で
し
た
。校
門
を
過
ぎ
る
と
、

な
ん
と
、
お
互
い
に
香
葉
会
室
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
知
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の

で
す
。
教
務
課
の
方
々
に
た
い
へ
ん
お
世

話
に
な
り
少
し
遅
刻
で
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。

　

机
の
上
に
は
、
松
ぼ
っ
く
り
や
可
愛
い

小
物
、
色
と
り
ど
り
の
リ
ボ
ン
や
紐
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
好
き
な
も
の
を
選
ん
で

制
作
開
始
。
リ
ボ
ン
を
巻
い
た
り
木
の
実

を
つ
け
る
た
び
に
「
ま
あ
！
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
！
」と
皆
で
連
呼
し
な
が
ら
の
作
業
は
、

本
当
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
出
来
上
が
っ

た
作
品
を
全
て
机
に
並
べ
た
と
き
は
、
ま

さ
に『
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
』で
感
動
も
の
で
し
た
。

昼
食
は
皆
さ
ん
と
懐
か
し
い
学
食
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
定
食
を
食
べ
て
お
な
か

い
っ
ぱ
い
に
。
身
も
心
も
大
満
足
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
お
土
産
に
可
愛
ら
し
い

も
み
じ
ば
ふ
う
の
実
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

迎
え
た
我
が
家
の
ク
リ
ス
マ
ス
で
は
、

も
み
じ
ば
ふ
う
が
側
に
並
ん
だ『
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
』
な
飾
り
が
ひ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
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「
交
流
会
」
に
参
加
し
て

�

内
田　

康
子
（
英
47
回
）

　

会
報
誌
「
香
葉
」
を
毎
年
頂
く
度
に
、

大
学
の
様
子
は
ど
の
様
に
変
わ
っ
た
の
か

な
、
と
想
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
が
、
中
々

行
く
機
会
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
お
り
ま
し

た
。
年
齢
が
高
く
な
り
、
明
日
の
こ
と
は

何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
昨
今
、
芳
紀

時
代
を
過
ご
し
た
地
を
訪
れ
よ
う
と
、
思

い
切
っ
て
約
四
十
年
振
り
に
、
金
沢
八
景

駅
に
降
り
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
の
交
流
会
開

催
日
は
、
大
変
暖
か
な
日
に
恵
ま
れ
て
国

道
十
六
号
線
に
沿
っ
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

内
川
橋
を
左
折
し
、
六
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
を

通
過
し
、
室
の
木
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
、
か

れ
こ
れ
二
十
五
分
位
で
し
ょ
う
か
。
到
着

す
る
と
汗
が
に
じ
む
程
の
陽
気
で
し
た
。

室
の
木
チ
ャ
ペ
ル
が
分
ら
ず
に
、
ス
タ
ッ

フ
の
葛
城
さ
ん
に
連
絡
を
し
て
や
っ
と
到

着
で
す
。
お
聞
き
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
短

大
は
平
成
十
四
年
の
卒
業
式
で
閉
幕
し
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
十
三
年
も
経
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
ま
さ
し
く
光
陰
矢
の

如
し
で
す
。
現
在
は
大
学
の
人
間
環
境
学

部
と
し
て
発
展
中
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
立
派
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の

設
置
さ
れ
た
チ
ャ
ペ
ル
に
入
場
。
交
流
会

が
始
ま
り
ま
す
。
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
小
林

ゆ
か
り
先
生
の
演
奏
す
る
響
き
に
厳
粛
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
曲
名
は
後
で
伺

い
ま
し
た
ら
、
ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・

バ
ッ
ハ
の
「
パ
ス
ト
ラ
ー
レ
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

次
に
声
楽
家
の
矢
野
め
ぐ
み
先
生
の
歌

唱
指
導
で「
里
の
秋
」「
も
み
じ
」「
ペ
チ
カ
」

「
た
き
び
」
そ
し
て
讃
美
歌
を
数
曲
、
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
の
伴
奏
で
歌
い
ま
し
た
。
学

生
に
戻
っ
た
よ
う
で
す
。
和
音
の
響
き
が

何
と
心
地
良
い
こ
と
か
。
音
色
が
お
腹
に

響
き
ま
し
た
。
ぜ
い
た
く
な
時
間
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
そ
ば
ま

で
出
席
者
全
員
が
歩
み
寄
り
、
楽
器
は
ド

イ
ツ
製
で
、
音
の
出
る
仕
組
み
や
各
部
の

名
称
な
ど
教
わ
り
、
さ
な
が
ら
レ
ク
チ
ュ

ア
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
香
葉
会
室
に
移
動
し
て
、

お
二
人
の
先
生
と
膝
を
混
じ
え
て
の
茶
話

会
。
音
楽
談
義
に
花
が
咲
き
、
予
定
の
時

間
を
超
過
す
る
程
で
し
た
。
懐
か
し
く
楽

し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

学
年
は
違
う
の
で
す
が
、
初
対
面
の
お

仲
間
と
、
こ
の
様
に
打
ち
解
け
合
え
る
と

は
、改
め
て
同
窓
生
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

温
か
な
お
気
遣
い
を
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

山
手
散
策
に
参
加
し
て

�

津
田
ア
ヤ
子
（
国
２
回
）

　

ク
リ
ス
マ
ス
時
季
の
山
手
散
策
は
、
久

し
振
り
で
し
た
。

　

短
大
を
卒
業
し
て
四
十
七
年
！
仲
良
し

の
友
人
は
こ
れ
ま
で
も
参
加
し
て
い
て
私

も
誘
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
十
二
月
五
日
（
土
）
は
快
晴
で

風
も
な
く
冬
の
空
気
が
少
し
冷
た
く
感
じ

る
最
高
の
日
よ
り
で
し
た
。
集
合
場
所
で

は
、
始
め
て
お
会
い
す
る
皆
さ
ん
も
和
や

か
に
迎
え
て
下
さ
り
、
不
安
も
緊
張
も
杞

憂
で
し
た
。
誘
っ
て
く
れ
た
友
人
と
も
話

し
な
が
ら
は
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　

講
師
の
棈
木
勇
先
生
は
、
ご
高
齢
な
が

ら（
す
み
ま
せ
ん
）と
て
も
若
々
し
く
、色
々

な
説
明
を
わ
か
り
易
く
話
し
て
下
さ
り
、

学
生
時
の
社
会
科
を
楽
し
む
よ
う
な
ひ
と

と
き
で
し
た
。

　

棈
木
先
生
手
作
り
の
「
横
浜
山
手
洋
館

24
」
の
画
集
を
頂
き
、
ス
ケ
ッ
チ
の
素
晴

ら
し
さ
に
感
動
で
し
た
。
今
回
は
建
築
家

Ｊ
・
Ｈ
・
モ
ー
ガ
ン
の
手
掛
け
た
建
物
を

主
に
紹
介
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
！
と
。
横

浜
山
手
聖
公
会
、
ベ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、

エ
リ
ス
マ
ン
邸
、
え
の
木
て
い
、
そ
し
て

外
人
墓
地
入
口
の
門
に
も
説
明
し
て
頂
き
、

私
は
ど
こ
も
目
が
み
は
る
想
い
で
聴
き
ま

し
た
。
港
の
見
え
る
丘
公
園
近
く
の
山
手

一
一
一
番
館
で
は
、
玄
関
正
面
の
三
連
の

ア
ー
チ
の
説
明
に
、
や
さ
し
く
迎
え
る
工

夫
が
あ
る
事
な
ど
、
印
象
的
で
し
た
。
季

節
的
に
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
が
ど
ち
ら
も
個

性
豊
か
で
楽
し
め
た
の
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。

　

思
え
ば
、
二
年
間
の
学
生
時
代
で
し
た

が
「
同
窓
」
と
い
う
絆
で
年
月
を
経
て
も

こ
の
よ
う
に
親
し
く
話
の
輪
に
入
れ
て
頂

け
る
有
難
さ
と
不
思
議
に
、
改
め
て
感
謝

で
す
。

　

帰
り
は
、
山
下
公
園
か
ら
シ
ー
バ
ス
に

乗
り
、
海
か
ら
横
浜
の
夕
景
を
楽
し
み
、

横
浜
駅
で
の
解
散
で
し
た
。

　

棈
木
先
生
、
そ
し
て
幹
事
の
皆
様
方
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
事
、
楽
し
い
楽
し

い
一
日
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

燦
葉
会
　
支
部
総
会
案
内

　

横
浜
港
南
支
部　

9
月
16
日
（
金
）

�

18
時
30
分
〜　

伊
勢
福　
　
　
　
　

　

西
湘
小
田
原
支
部　

9
月
24
日
（
土
）

�

13
時
〜　

小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス　
　

　

湘
南
支
部　

10
月
16
日
（
日
）

�

17
時
〜　

北
鎌
倉　

鉢
の
木　
　
　

　

県
央
支
部　

11
月
12
日
（
土
）

�

18
時
〜　

上
海
菜
館　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
せ
は　

燦
葉
会
事
務
局

�

０
４
５
（
７
８
４
）
０
３
１
０
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香葉会　年会費・賛助金　納入者名簿
　皆様のご厚意により、平成27年度 （平成27年４月１日～平成28年３月
31日）のご寄付は732,000となりました。香葉会の運営費の一部として
有効に使わせて頂きます。皆様のご協力に感謝します。今後ともよろしく
お願いします。（敬称略・順不同）

【
教
職
員
】

林　
　

淳
三

小
玉　

敏
子

加
藤　

紀
子

渡
辺　

紀
子

中
村　

英
夫

晒　
　

裕
二

帆
苅　
　

猛

（
匿
名
希
望
）

【
燦
葉
会
】

大
矢　

秀
臣

横
浜
南
支
部

【
女　

専
】

渥
美　

裕
子

澄
谷　

亮
子

中
根　

悦
子

内
田　

駒
子

【
女　

高
】

大
島　

智
子

古
郡　

綾
子

古
川　

鈴
子

【
英　

Ⅱ
】

山
本　

長
生

千
田　

節
男

古
内　

節
治

二
見
ア
イ
子

【
英　

文
】

栗
林　

芳
惠

高
橋　

静
子

柳
生　

二
三

菅
原
千
代
子

小
島
八
重
子

馬
越
千
惠
子

影
山　

直
子

小
濱　

朝
子

飯
田　

冴
子

長
﨑　

洋
子

甲
田
二
三
恵

土
屋　

幸
枝

永
島　

敦
子

水
野　

雅
子

寺
岡　

利
子

松
野
ト
シ
子

山
本　

美
子

高
橋　

咲
子

田
中　

久
恵

鈴
木　

信
子

松
友　

明
見

邊
見　

裕
子

鈴
木　

葉
子

山
田
美
穂
子

古
野　

祐
子

村
上　

節
子

戸
塚　

信
子

溝
口　
　

泉

志
賀　

ミ
チ

白
土
紀
久
子

田
辺　

洋
子

松
本　

紀
子

及
川　

洋
子

伊
藤　

陽
子

柳
田　

久
子

東
頭　

寿
子

澤
野　

洋
子

金
田　

宏
子

藪　

登
喜
子

谷
田
部
敦
子

赤
沢　

茂
子

柳
下　

節
子

渋
谷　

敦
子

丸
山　

勝
代

古
島
美
由
紀

野
島　

暁
子

小
畑　
　

薫

野
尻　

良
子

篠
崎　

寿
代

阿
部
芙
美
子

森　
　

静
恵

須
山　

和
子

千
葉　

一
枝

中
内　

純
子

横
山
久
美
子

岡
田　

温
子

金
田　

春
美

齊
藤　

一
惠

谷
浦
た
づ
子

南
澤　

宣
子

増
田
安
喜
子

市
山
久
美
子

内
田　

康
子

花
岡　

淳
子

根
本
美
佐
子

富
里　

美
子

中
田　

由
紀

杉
浦　

裕
子

山
本　

桂
子

佐
々
木
晶
美

平
田　

広
美

石
井　

恵
子

保
田　
　

幸

石
田
扶
美
江

山
下　

文
子

小
野
澤
日
出
子

佐
藤　

文
子

佐
生　

貴
子

小
林　

美
穂

加
藤　

裕
子

佐
藤
美
知
子

【
国　

文
】

山
口　

佳
子

中
村　

啓
子

山
田　

信
子

津
田
ア
ヤ
子

金
子
恵
美
子

和
田　

康
子

杉
田
小
百
合

酒
井　

孝
江

大
橋　
　

瞳

赤
井　

紀
子

納
所　

節
子

若
林
三
恵
子

長
谷
川
時
江

末
永　

裕
子

岡
崎　

敬
子

福
井　

英
子

鈴
木
妃
利
美

葛
城　

容
子

森
山　

幸
代

伊
藤
紀
代
子

（
匿
名
希
望
）

山
平　

洋
子

小
出
美
智
代

馬
渡　

正
恵

田
中　

直
子

佐
藤　

孝
子

鈴
木　

祥
子

長
田
久
美
子

池
田　

理
恵

細
谷
さ
と
み

高
野　

真
岐

中
西
ひ
ろ
こ

平
野　

雅
子

相
原　

絵
理

【
家　

政
】

渡
辺　

冴
子

横
溝
喜
代
子

塚
本　

令
子

別
府　

弘
子

重
田　

和
子

佐
藤　

恭
子

足
立　

求
子

金
子　

貞
子

佐
藤　

美
代

相
吉　

典
子

渕
上　

龍
美

森
田
吉
世
江

伊
東
み
ゆ
き

村
岡　

愛
子

蛭
田
加
代
子

髙
齋
香
代
子

岡
崎　

淑
子

舟
橋　

智
子

後
藤
美
和
子

坂
野　

晴
美

河
田　

啓
子

境　

真
由
美

前
出　

郁
子

五
十
嵐
増
枝

田
川　

正
子

山
口
恵
美
子

森　
　

泰
子

鈴
木
美
知
子

木
村　

啓
子

山
上
コ
ヅ
エ

岩
本
美
和
子

岡
崎
眞
理
子

松
尾　

美
樹

佐
藤　

薫
子

木
立
八
千
代

近
藤　

鶴
子

今
井　

真
理

篠
原　

誠
子

祖
父
江
有
加

高
田　

祥
子

百
合
本
真
弓

森　
　

禎
子

飯
田　

実
和

森
脇　

文
子

今
泉
マ
ユ
子

柘
植　

早
苗

金
本　

孝
子

上
野
亜
希
子

【
幼　

教
】

岡
崎　

尋
子

谷
垣
み
ど
り

深
海　

生
子

水
松　

春
美

石
川　

明
美

島
田　

郷
子

長
崎　

雅
子

原　

由
美
子

赤
道　

郁
美

山
本
美
恵
子

鈴
木
美
佐
子

成
川　

勝
子

小
室　

卓
重

佐
々
木
理
香

蔭
山　

美
香

土
屋　

知
里

神
﨑　

直
子

山
田　

郁
子

【
経　

情
】

常
盤　

雅
江

佐
久
間
あ
ず
み

【
一　

般
】

益　
　

昌
子

関東学院女子短期大学 香葉会
収 入 の 部 Ｈ27年度決算 Ｈ28年度予算

年会費・賛助金 732,000 600,000

特別会計繰入金 1,000,000 0

香葉発行準備金 500,000 600,000

特別基金Ⅰ繰入金 0 1,502,987

雑 収 入 20,998 20,000

前年度繰越金 1,042,295 509,038

合　　計 3,295,293 3,232,025

支 出 の 部 Ｈ27年度決算 Ｈ28年度予算

通 信 費 1,427,438 1,600,000

印 刷 費 668,513 700,000

広 報 費 0 10,000

企画・会議費 95,739 100,000

交 通 費 119,798 200,000

消 耗 品 費 5,238 20,000

ソ フ ト 費 0 20,000

人 件 費 227,122 300,000

香 葉 賞 費 33,944 40,000

関東学院同窓会費 30,000 30,000

慶 弔 費 55,747 100,000

雑 費 22,716 50,000

予 備 費 100,000 62,025

小　　計 2,786,255 3,232,025

次年度繰越金 509,038 0

合　　計 3,295,293 3,232,025

　
平
成
二
十
七
年
度
決
算
・
平
成
二
十
八
年
度
予
算

　

平
成
十
五
年
三
月
の
卒
業
生
の
会
費
を
最
後
に
、
香
葉
会
の
会
計
は
皆
様
の
年
会
費
・
賛
助
金
を

た
よ
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
年
間
に
か
か
る
費
用
の
多
く
は
、
機
関
紙
『
香
葉
』
の
発
送
に
か
か

り
ま
す
。
年
会
費
・
賛
助
金
に
是
非
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

2015年度人間環境学部
「短期大学記念奨学金」報告について

　2015年度奨学金支給人数・支給額を報告いたします。
　人間環境学部「短期大学記念奨学金」の2015年度の給付
については以下のとおりです。
　第１種（家計急変）6名  5,894,660円
　第２種（留 学 生）0名  0円
　第３種（学業優秀）6名  600,000円
　　　合　計  6,494,660円
　また、2014年度については11名に対して4,856,000円の給付
を行いましたが、利息等の他、短大奨学金の返還が続いて
いるため、2014年度の収支は1,763,000円ほどの支出となりま
した。
　なお2015年度より、人間環境学部健康栄養学科及び人間
発達学科より栄養学部と教育学部が新設され、女子短期大
学の流れを汲む人間環境学部、栄養学部、教育学部の３学
部合同で奨学金を運用させていただいております。
　また、2016年度には、人間環境学部の現代コミュニケー
ション学科及び人間環境デザイン学科を元に、人間共生学
部コミュニケーション学科及び共生デザイン学科が新設さ
れますことを、合わせてご報告いたします。

　
編
集
後
記

　

一
年
を
巡
る
の
は
早
い
で
す

ね
。
そ
し
て
今
年
も
「
香
葉
」

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

母
校
の
現
在
の
様
子
の
一
片

を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
も
色
々
な
企
画
を
致

し
ま
し
た
。
皆
様
の
交
流
の
場

と
し
て
お
楽
し
み
頂
け
た
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
又
、
ご
意
見
・
ご
感
想
・

ご
投
稿
も
歓
迎
致
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
香
葉
会
を
支
え
て

く
だ
さ
る
皆
様
に
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
香

葉
会
を
皆
様
と
共
に
作
り
歩
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
お
）
 

氷
川
丸
も
の
が
た
り

　

映
画
「
氷
川
丸
も
の
が
た
り
」
に

協
賛
し
て
い
ま
す
。
エ
ン
ド
ロ
ー
ル

に
「
関
東
学
院
女
子
短
期
大
学
同
窓

会 

香
葉
会
」
の
名
前
を
載
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

上
映
予
定
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

http://m
ushi-pro.co.jp/

　
　
　
　

hikaw
am

aru/


